
（１）大学病院の機能強化に係る取組 （２）地域との連携強化の取組

令和7年度大学病院機能強化推進事業（経営環境の改善に資する教育研究基盤の充実） 京都大学医学部附属病院

事業名：研究型、高度医療型大学病院を実現する機能強化プラン

＜事業概要＞
本事業は、京都府における本院の役割を踏まえ「研究型、高度医療型大学病院」を実現するべく機能強化を図るものである。
「研究」では、世界をリードする研究の推進、研究成果の社会実装を目指す。
「診療」では、高度急性期病院として地域医療に貢献しつつ、最先端の教育・研究を通じて高度医療を社会に広く届け続ける。

➢ 「研究型大学病院」として医師が世界をリードする研究に注力できる体制を強化
➢ 「高度医療型大学病院」として先進的な医療を提供し続ける体制の強化

地域医療機関

研究
■研究支援人材の拡充
■支援ツールの導入
■診療現場起点の研究
の体系化

教育
■遠隔・双方向教育
■技能定量化教育
■広域ロボット外科
教育ネットワーク

京都府
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医師会

市町村

地域医療構想との整合性を図りつつ
京都府内の医療提供体制の最適化を進める

・医師クラーク、リサーチクラーク、救急救命士の活用

手術室の環境整備

高度医療
■高度医療の提供
■タスクシフトの
促進

■手術部門の強化

・次世代ロボット支援手術システム
・看護師の増員
・理学療法士の増員

次世代型手術支援ロボット
を活用した地域連携

・広域ロボット外科教育ネットワークの構築

・地域医療構想と連動した役割分担の明瞭化

・人材循環モデルの高度化

救急医療における地域貢献

・救急救命士を活用した組織運用による

高度急性期医療の質の確保と医療従事者の働き方改革

・地域における救急医療の質的向上と

円滑な患者搬送体制の確立

・平時の救急医療と災害時医療を

一体的に捉えた人材育成・運用モデル

・役割・機能の明確化
・府内医療提供体制の最適化

三者による協議

医師の教育研究時間確保
のための支援体制の強化

地域医療

■地域への医師派遣
■循環型人材交流
■多職種連携による
救急医療体制

高度医療を基盤としつつ
人的・物的資源を教育・研究へ戦略的にシフト

京大関連病院
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